
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

処方せんには期限があり注意が必要です。処方せんが交
付された日を含めた「４日以内」が期限となります。例えば、
３月８日に交付された処方せんだとすると、３月１１日が
期限となります。注意すべき点としては、土日や祝日などが
入ったとしても、考慮されない点です。ゴールデンウイー
ク・お盆・年末年始などの連休に入る際には特に注意が必要
ですので早めに薬局に行くようにしましょう。病院を受診
し、医師の診察を受けた時点での症状を考慮し、適切な薬が
処方されます。処方せんが交付された日から日数がたって
しまうと、診察を受けたときとは症状が変わってしまい、薬
を飲んだとしても正しい効果が得られない場合や安全性の
面でも心配があります。そのため、妥当な日数として「４日
以内」という処方せんの期限が定められています。 

処方せんの期限が切れてしまった場合、その処方せんは「無効」となり、薬局でお薬をお渡しす
ることはできません。お薬を受け取るためには、受診した医療機関での処方せん再発行、もしくは
再受診が必要となります。処方せんを再発行してもらう場合には、保険が適用できず、自費での支
払いとなります。処方せんの期限が切れてしまった場合には、まずは発行元の医療機関に相談して
みましょう。 
 

 
 
 
 

 
今年度一回目の総合消防訓練を 6 月 20 日に行いました。夜間帯などの少数勤務体制下では、

通報、初期消火、避難誘導等の対応すべき事項又は期待される事項の優先度を判断し、順次対応し
ていくことが必要です。 

更に、建物の防火区画、消防用設備を活用することで優先順位の高い活動が可能となります。優
先すべきは入院患者の安全であり、注力すべきは避難誘導です。職員一人一人が防災意識を高く持
ち、有事の際には日頃の訓練を生かし発揮できるように消防訓練を行っています。 
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今回は、看護・リハビリスタッフのユニフォームを紹介します。 
患者さんや来院する方にわかりやすいように、職種によって、ユニフォームが違います。 
看護はやっぱり勝負服である白衣とし、リハビリスタッフは現場での動きやすさを重視しつつ、 
職種がわかるように色分けしています。 
看護・リハビリスタッフともに、着替えて気合が入るようなユニフォームがいいですね。 

 
看護部門                    リハビリ部門 
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